
農事組合法人 轟ネオファーム（秋田県能代市）
～ 事業で大区画汎用化した水田を集積し、園芸メガ団地でねぎの周年出荷 ～

組織の概要
・代表者：髙橋 裕
・設立：H22
・構成農家数：3戸
・経営面積：60.7ha
・主要作物：水稲8.9ha,大
豆30.7ha,ねぎ13.8ha,山
うど0.9ha

轟地区は事業以前、小区画で排水が悪く水稲栽培を主体とする農業を行い、高齢化の進行や担い手不足等が課題となって
いた。本経営体の代表が中心となり、関係機関と地区の将来の農業を検討する中で、担い手となる法人の設立。ほ場整備によ
る大区画化と農地の集積を行うことを目指す。
５カ年かけて地元調整を行い、平成２２年に３戸の農家が出資し農事組合法人轟ネオファームを設立。

ねぎの収穫作業

①地区の担い手として農地中間管理事業を活用し農地集積
集落営農組織等がない地区で、農業の担い手として新たに法人を設立し、事業を契機に地区内農地の８１％を農
地中間管理事業を活用して集積・集約化。

② 大区画汎用化したほ場で水稲・大豆のブロックローテーション
事業により大区画汎用化した水田で、大型機械を導入した水稲・大豆のブロックローテーションが可能となり、省力
化と低コスト化。
事業により整備された暗渠を活用し、地下かんがいを行うことで、大豆、ねぎの収量・品質の向上を図っている。

③ ねぎの周年出荷体制の確立
農業経営の安定を図るため、水稲、大豆に加え、ねぎを導入。
ねぎは、春ねぎ（越冬）、越冬夏ねぎ、夏ねぎ、秋冬ねぎの４作を栽培することで、周年出荷。
更なる農業経営の安定を目指し、山うどの栽培にも着手。

④秋田県の園芸メガ団地を牽引
秋田県の重点プロジェクトとして整備された「能代市轟地区園芸メガ団地」において、他の３経営体と連携し、いち早
くメガ団地目標販売額の１億円を達成した。

取組の内容

取組の経緯

【ポイント】
①地区の農業の担い手として新たに法人を設立し、農地中間管理事業を活用し農地を集積・集約化。
②事業により大区画汎用化した水田で、大型機械を導入した水稲・大豆のブロックローテーションに取り組み省力化。
③園芸メガ団地の構成農家としてねぎの周年出荷に取り組む。

農山漁村地域整備交付
金（農地整備事業（経営
体育成型））
・地区名：轟地区
・工期：H24～H30
・受益面積：69.3ha
・主要工事：区画整理

ねぎの栽培



（農）轟ネオファーム 法人の活動状況  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ねぎの栽培ほ場 

ねぎの調整施設 ねぎの調整作業 

所有する農業機械 

地元幼稚園での食育 

法人の従業員 


